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原原原原 典典典典
本書は『Enterprise Cluster Master Toolkit Version B.01.06 Release Notes』 (HP Part 
No. B5139-90039) を翻訳したものです。
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納入後の保証について納入後の保証について納入後の保証について納入後の保証について
• 保証の期間は、ご購入時に当社よりお出しした見積書に記載された期間とします。 
保証サービスは、当社の定める休日を除く月曜日から金曜日までの、午前 8時 45
分から午後 5時 30分の範囲で無料で行います。 当社で定めたシステム製品について
は出張修理を行い、その他の製品については当社にご返却いただいた上での引取り
修理となります。 当社が定める地域以外における出張修理対象製品の修理は、保証
期間中においても技術者派遣費が有料となります。

• ソフトウェア製品の保証は上記にかかわらず、下記に定める範囲とさせていただき
ます。 

— ソフトウェア製品およびマニュアルは当社が供給した媒体物の破損、資料の落丁
およびプログラム・インストラクションが実行できない場合のみ保証いたしま
す。

— バグおよび前記以外の問題の解決は、別に締結するソフトウェア・サポート契約
に基づいて実施されます。 

• 次のような場合には、保証期間内でも修理が有料となります。 

— 取扱説明書等に記載されている保証対象外部品の故障の場合。

— 当社が供給していないソフトウェア、ハードウェア、または補用品の使用による
故障の場合。

— お客様の不適当または不十分な保守による故障の場合。

— 当社が認めていない改造、酷使、誤使用または誤操作による故障の場合。

— 納入後の移設が不適切であったための故障または損傷の場合。

— 指定外の電源 (電圧、周波数 ) 使用または電源の異常による故障の場合。

— 当社が定めた設置場所基準に適合しない場所での使用、および設置場所の不適当
な保守による故障の場合。

— 火災、地震、風水害、落雷、騒動、暴動、戦争行為、放射能汚染、およびその他
天災地変等の不可抗力的事故による故障の場合。 

• 当社で取り扱う製品は、ご需要先の特定目的に関する整合性の保証はいたしかねま
す。 また、そこから生じる直接的、間接的損害に対しても責任を負いかねます。

• 当社で取り扱う製品を組み込みあるいは転売される場合は、最終需要先における直
接的、間接的損害に対しては責任を負いかねます。

• 製品の保守、修理用部品の供給期間は、その製品の製造中止後 5年間とさせていただ
きます。 

本製品の修理については取扱説明書に記載されている最寄の事業所へお問い合わせくだ
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さい。
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Enterprise Clusterマスター・ツールキット B.01.06リリースノート
はじめにはじめにはじめにはじめに
はじめにはじめにはじめにはじめに
Enterprise Clusterマスター・ツールキットには、ServiceGuardパッケージを HP 
Domain Internetサーバ、または他社製データベース・マネージメント・システム用に
構成するためのテンプレートやスクリプトが含まれています。 これらのツールはハイ・
アベイラビリティを実現するためのツールであり、HP-UX 10.20、11.0、および 11i上
でリリースされています。

このマスター・ツールキットには、特定の製品を対象とした以下のツールキットが含ま
れています。

• ミッション・クリティカルな環境全体の状態を監視する HA Foundation Monitor
ツールキット

• HAインターネット・ツールキット

• Oracle、Informix、Sybase、Progressの各データベース・マネージメント・システ
ムに使用するデータベース・ツールキット
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Enterprise Clusterマスター・ツールキット B.01.06リリースノート
このバージョンの概要このバージョンの概要このバージョンの概要このバージョンの概要
このバージョンの概要このバージョンの概要このバージョンの概要このバージョンの概要
バージョン B.01.06には、ドキュメントのマイナーな修正が含まれています。

本バージョンより、以下のプロダクト・ツールキットがお使いいただけます。

• HA Foundation Monitor Toolkit
このツールキットを使って、ミッション・クリティカルな環境の状態を監視できま
す。 このツールキットにより、当社サポート・エンジニアは、クラスター・ノード、
ネットワーク・コンポーネント、パッケージの各領域内のクラスターの可用性を容
易に維持管理できます。 上記の領域内でイベントが発生した場合は、クラスターの
可用性に関するレポートが夜間に作成されます。

このツールキットについて説明するホワイト・ペーパー “Installing and 
Configuring the Foundation Monitor Toolkit” は、次のドキュメント関連のWebサ
イトから入手できます。

http://docs.hp.com/hpux/ha

• HAインターネット・ツールキット 
注記 :これらのツールキットにより、現在お使いのインターネット・サーバ・ソフ
トウェアを ServiceGuardパッケージとして実行できるようになります。 

各ツールキットには、サンプル・スクリプトとパッケージ構成ファイル、パッケー
ジをカスタマイズする方法を説明した READMEファイルが含まれています。 また
Domainサーバの以下のコンポーネントについて、それぞれツールキットが用意さ
れています。

— FastTrack サーバ

— Enterprise サーバ

— Enterprise サーバ・プロ

— Proxy サーバ

— Directory サーバ

— Messaging サーバ

— Collabra サーバ

— Calendar サーバ

上記の製品に関する最新の変更、確認されている問題とその回避策については、
『HP Domain Release Notes on HP-UX 10.20』 (J1582-90112) または 『HP Domain 
Release Notes on HP-UX 11.0』 (J1582-90128) をご覧ください。

• データベース・ツールキット 
これらのツールキットにより、お使いのデータベース・ソフトウェアに合わせて
ServiceGuardパッケージを簡単にセットアップできます。 各ツールキットには、サ
第第第第 1 章章章章 9



Enterprise Clusterマスター・ツールキット B.01.06リリースノート
このバージョンの概要このバージョンの概要このバージョンの概要このバージョンの概要
ンプル・スクリプトとパッケージ構成ファイル、パッケージをカスタマイズする方
法を説明した READMEファイルが含まれています。 また以下のデータベース製品
のそれぞれについてツールキットが用意されています。

— Informix

— Oracle

— Oracle 8iの Oracle Standby Database

— Progress

— Sybase

本リリースでは、マイナーな変更と強化が行われています。
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Enterprise Clusterマスター・ツールキット B.01.06リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件
互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件

互換性互換性互換性互換性

Enterprise Cluster マスター・ツールキットは、HP-UXオペレーティング・システム
にMC/ServiceGuard (B3935CAまたは B3935DA) または ServiceGuard OPS Edition 
(B5161DAまたは B5161EA。 従来の名称はMC/LockManager) のどちらかがインス
トールされていることを前提としています。

次の表は、Foundation Monitorに関してマスター・ツールキットがサポートする
ServiceGuardおよび ServiceGuard OPS Editionのバージョンの一覧です。

次の表は、データベースおよびインターネット・ツールキットに関してマスター・ツー
ルキットがサポートするMC/ServiceGuardおよび ServiceGuard OPS Editionのバー
ジョンの一覧です。

表 1表 1表 1表 1- 1111 ServiceGuardおよびおよびおよびおよび HP-UXとのとのとのとの Foundation Monitorの互換性の互換性の互換性の互換性

Foundation 
Monitor ツールツールツールツール
キットのバーキットのバーキットのバーキットのバー
ジョンジョンジョンジョン

HP-UXのバーのバーのバーのバー
ジョンジョンジョンジョン

ServiceGuard
のバージョンのバージョンのバージョンのバージョン

ServiceGuard 
OPS Edition
のバージョンのバージョンのバージョンのバージョン

B.01.47 HP-UX 10.20 A.10.10以降 A.10.07.01以降

B.01.47 HP-UX 11.0 A.11.01以降 A.11.01以降

B.01.47 HP-UX 11i A.11.09以降 A.11.09以降

表 1表 1表 1表 1- 2222 MC/ServiceGuardおよびおよびおよびおよび ServiceGuard OPS Editionのデータベースおよびのデータベースおよびのデータベースおよびのデータベースおよび
インターネット・ツールキット互換性インターネット・ツールキット互換性インターネット・ツールキット互換性インターネット・ツールキット互換性

マスター・ツーマスター・ツーマスター・ツーマスター・ツー
ルキットのバールキットのバールキットのバールキットのバー
ジョンジョンジョンジョン

HP-UX のバーのバーのバーのバー
ジョンジョンジョンジョン

ServiceGuard
のバージョンのバージョンのバージョンのバージョン

ServiceGuard 
OPS Edition
のバージョンのバージョンのバージョンのバージョン

B.01.04 HP-UX 10.20 A.10.10以降 A.10.07.01以降

B.01.04 HP-UX 11.0 A.11.01以降 A.11.01以降

B.01.04 HP-UX 11i A.11.09以降 A.11.09以降

B.01.06 HP-UX 11.0 A.11.12以降 A.11.12以降

B.01.06 HP-UX 11i A.11.09以降 A.11.09以降
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Enterprise Clusterマスター・ツールキット B.01.06リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件
次の表は、マスター・ツールキットがサポートするデータベースおよびインターネッ
ト・サーバ・ソフトウェア製品のバージョンの一覧です。

インストールインストールインストールインストール

Enterprise Cluster Master Toolkitは、Mission Critical Operating Environmentをイ
ンストールしたときにシステムにインストールされます。 個々のツールキットの保存場
所は、以下の通りです。

表 1表 1表 1表 1- 3333 インターネット・サーバおよびデータベースのスクリプト互換性インターネット・サーバおよびデータベースのスクリプト互換性インターネット・サーバおよびデータベースのスクリプト互換性インターネット・サーバおよびデータベースのスクリプト互換性

インターネット・サーバまインターネット・サーバまインターネット・サーバまインターネット・サーバま
たはデータベースたはデータベースたはデータベースたはデータベース

バージョンバージョンバージョンバージョン (swlistの出の出の出の出
力に表示力に表示力に表示力に表示 )

ツールキットのツールキットのツールキットのツールキットの
バージョンバージョンバージョンバージョン 
(“what”文字列文字列文字列文字列 )

FastTrackサーバ B.03.01.05 B.01.02

Enterpriseサーバ B.03.06.00 B.01.02

Enterpriseサーバ・プロ B.03.05.04 B.01.02

Proxyサーバ B.03.05.04 B.01.02

Directoryサーバ B.03.01.03 B.01.02

Messagingサーバ B.03.05.04 B.01.02

Collabraサーバ B.03.05.01 B.01.02

Calendarサーバ B.03.05.02 B.01.02

Informix 全バージョン A.10.11

Oracle 7.3.x, 8.0.x, 8.1.x B.01.02

Oracle Standby Database B.01.03 B.01.03

Sybase 12.0 B.01.02

Progress 7.3.A A.10.11
第第第第 1 章章章章12



Enterprise Clusterマスター・ツールキット B.01.06リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件
Foundation Monitorツールキットの保存場所ツールキットの保存場所ツールキットの保存場所ツールキットの保存場所

Foundation Monitorツールキットは以下のディレクトリにあります。

ツールキットに付属の readme.pdfファイルの説明に従ってください。

インターネット・ツールキットの保存場所インターネット・ツールキットの保存場所インターネット・ツールキットの保存場所インターネット・ツールキットの保存場所

インターネット・ツールキットは以下のディレクトリにあります。

各ツールキットに付属の READMEファイルの説明に従って、パッケージを構成して
ください。

表 1表 1表 1表 1- 4444 ツールキットの保存ディレクトリのパス名ツールキットの保存ディレクトリのパス名ツールキットの保存ディレクトリのパス名ツールキットの保存ディレクトリのパス名

ツールキットツールキットツールキットツールキット 保存ディレクトリのパス名保存ディレクトリのパス名保存ディレクトリのパス名保存ディレクトリのパス名

HA Foundation Monitor /opt/cmcluster/toolkit/foundation

表 1表 1表 1表 1- 5555 インターネット・ツールキットの保存ディレクトリのパス名インターネット・ツールキットの保存ディレクトリのパス名インターネット・ツールキットの保存ディレクトリのパス名インターネット・ツールキットの保存ディレクトリのパス名

インターネット・ツールインターネット・ツールインターネット・ツールインターネット・ツール
キットキットキットキット 

保存ディレクトリのパス名保存ディレクトリのパス名保存ディレクトリのパス名保存ディレクトリのパス名

FastTrackサーバ /opt/cmcluster/toolkit/fasttrack

Enterpriseサーバ /opt/cmcluster/toolkit/domain

Enterpriseサーバ・プロ /opt/cmcluster/toolkit/domain

Proxyサーバ /opt/cmcluster/toolkit/domain

Directoryサーバ /opt/cmcluster/toolkit/domain

Messagingサーバ /opt/cmcluster/toolkit/domain

Collabraサーバ /opt/cmcluster/toolkit/domain

Calendarサーバ /opt/cmcluster/toolkit/domain
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Enterprise Clusterマスター・ツールキット B.01.06リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件互換性に関する情報とインストールのための要件
データベース・ツールキットの保存場所データベース・ツールキットの保存場所データベース・ツールキットの保存場所データベース・ツールキットの保存場所

データベース・ツールキットは以下のディレクトリにあります。

各ツールキットに付属の READMEファイルの説明に従って、パッケージを構成して
ください。

本バージョンで利用可能なマニュアル本バージョンで利用可能なマニュアル本バージョンで利用可能なマニュアル本バージョンで利用可能なマニュアル

ツールキットを使用してパッケージを構成する方法については、以下のマニュアルをご
覧ください。 また、使用するツールキットに付属の READMEファイルも必ずお読みく
ださい。

• 『MC/ServiceGuardの管理』

• 『ServiceGuard OPS Editionによる OPSクラスターの設定』

Domainサーバをお使いの場合は、上記の製品に関する最新の変更、確認されている問
題とその回避策について、『HP Domain Release Notes on HP-UX 10.20』 
(J1582-90112) または『HP Domain Release Notes on HP-UX 11.0』 (J1582-90128) を
ご覧ください。

Foundation Monitorツールキットに関しては、ホワイト・ペーパー “Installing and 
Configuring the Foundation Monitor Toolkit” が、次のドキュメント関連のWebサイ
トから入手できます。

http://docs.hp.com/hpux/ha

表 1表 1表 1表 1- 6666 データベース・ツールキット保存ディレクトリのパス名データベース・ツールキット保存ディレクトリのパス名データベース・ツールキット保存ディレクトリのパス名データベース・ツールキット保存ディレクトリのパス名

データベース・ツーデータベース・ツーデータベース・ツーデータベース・ツー
ルキットルキットルキットルキット

保存ディレクトリのパス名保存ディレクトリのパス名保存ディレクトリのパス名保存ディレクトリのパス名

Informix /opt/cmcluster/toolkit/informix

Oracle /opt/cmcluster/toolkit/oracle

Oracle Standby /opt/cmcluster/toolkit/SGOSB

Sybase /opt/cmcluster/toolkit/sybase

Progress /opt/cmcluster/toolkit/progress
第第第第 1 章章章章14



Enterprise Clusterマスター・ツールキット B.01.06リリースノート
このバージョンでの修正点このバージョンでの修正点このバージョンでの修正点このバージョンでの修正点
このバージョンでの修正点このバージョンでの修正点このバージョンでの修正点このバージョンでの修正点
このバージョンには、パッチはありません。

修正点修正点修正点修正点

ECMツールキット・バージョン B.01.06では、次の問題が修正されています。

障害番号  問題と解決策

JAGad388699  問題 : swinstallが、Foundation Monitor製品用ディレクトリのパー
ミッションを誤った状態にしていました。 
/opt/cmcluster/toolkit/foundationというディレクトリに、
777のパーミッションが設定されていました。

解決策 : インストール処理が修正されて、
/opt/cmcluster/toolkit/foundationにパーミッションが正しく
設定されるようになりました (所有者が bin、グループが bin、パー
ミッションが 555)。
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Enterprise Clusterマスター・ツールキット B.01.06リリースノート
既知の問題と回避策既知の問題と回避策既知の問題と回避策既知の問題と回避策
既知の問題と回避策既知の問題と回避策既知の問題と回避策既知の問題と回避策
以下の各項では、Enterprise Clusterマスター・ツールキットについて確認されている
問題と、その回避策を説明します。

Domainサーバをお使いの場合は、『HP Domain Release Notes on HP-UX 10.20』 
(J1582-90112) または『HP Domain Release Notes on HP-UX 11.0』 (J1582-90128) も
併せてご覧ください。

Netscapeサーバ・インスタンスの命名サーバ・インスタンスの命名サーバ・インスタンスの命名サーバ・インスタンスの命名

• 問題

同じ種類の Netscapeサーバの複数のインスタンスを構成し、あるサーバのサーバ
ID (ServerID) が別のサーバのサーバ ID (ServerID) の部分文字列になっている場合
に、ServiceGuardが別のパッケージを誤って終了させてしまうことがあります。

• 回避策

以下の例に示すように、他と重複しない独自のインスタンス名を選んでください。

         ServerID1: httpd-default1
         ServerID2: httpd-default2

この場合に、ServerID1に httpd-default、ServerID2に httpd-default1のよ
うには指定しないでください。

Enterpriseサーバサーバサーバサーバ (バージョンバージョンバージョンバージョン 3.6) で変更されたインストール・ディレで変更されたインストール・ディレで変更されたインストール・ディレで変更されたインストール・ディレ
クトリとポート設定クトリとポート設定クトリとポート設定クトリとポート設定

• 問題

Netscape Enterpriseサーバ (バージョン 3.6) で、インストール・ディレクトリと
ポート設定が変更されています。

• 回避策

runhaltコマンド用のスクリプト enterprise.sh (バージョン B.01.02) の 51行目
で、環境変数 SERVERを以下のように変更して、新しいインストール・ディレクト
リを指定してください。

         SERVER=/opt/ns-enterprise36/https-${SERVER_ID}

Enterpriseサーバ・バージョン 3.6の管理用サーバにアクセスする場合は、ポート
17493を使用してください。 例えばブラウザでは、以下の URLを使用します。

         http://192.1.1.3:17493

上記の URLで、192.1.1.3は、管理用サーバを実行しているシステムの IPアドレ
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既知の問題と回避策既知の問題と回避策既知の問題と回避策既知の問題と回避策
スです。

uxwdog監視プロセスが実行できない監視プロセスが実行できない監視プロセスが実行できない監視プロセスが実行できない

• 問題

Enterpriseサーバ・バージョン 3.6では、ウェブ・サーバ・デーモン
https-<InstanceName>が正しく実行されているかどうかを UNIXの uxwdogデー
モンが監視しています (InstanceNameはサーバ・インスタンスの名前、デフォル
ト・デーモンの名前は https-default)。

ウェブ・サーバ・プロセスが終了すると、uxwdogデーモンはウェブ・サーバ・デー
モンを自動的に再起動します。 問題は、ウェブ・サーバがまだ実行されているとき
に uxwdogデーモンが終了すると、管理用サーバを使用してウェブ・サーバの停止
や起動ができなくなることです (この問題は、kill -9 <PID>コマンドを使用した
場合にも発生します。 ここで、<PID>は uxwdogデーモンのプロセス ID)。 さらに
uxwdogデーモンを監視しているツールキットがパッケージを引き継ぎノードへ
フェイルオーバーさせますが、引き継ぎノード上でパッケージが正しく実行されま
せん。

• 回避策

uxwdogデーモンが実行されない場合は、次のコマンドにより、ウェブ・サーバ・
プロセスを手動で抹消してください。

         kill -9 <PID>

上記のコマンドで、<PID>はウェブ・サーバ・プロセスのプロセス IDです。 これに
より、管理用サーバの制御を通じてウェブ・サーバを起動できます。
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各言語でのソフトウェア使用の可否各言語でのソフトウェア使用の可否各言語でのソフトウェア使用の可否各言語でのソフトウェア使用の可否
各言語でのソフトウェア使用の可否各言語でのソフトウェア使用の可否各言語でのソフトウェア使用の可否各言語でのソフトウェア使用の可否
Enterprise Clusterマスター・ツールキットは日本語をサポートしておりません。 ただ
し、製品 B5139 の次のオプションで、各国語のドキュメントが付属しています。

• ABA: 英語

• ABJ: 日本語
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